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農
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人
は
、
生
き
る
為
に
食
す
る
。

　

楽
し
む
為
に
、
健
康
の
為
に
、

お
腹
が
グ
ー
と
鳴
る
と
、
心
が

不
安
に
な
る
と
、
怒
る
と
、
食

す
る
。

　

人
は
生
き
、
食
べ
る
為
に
、

食
糧
の
生
産
活
動
を
し
、
自
然

界
か
ら
植
物
を
採
取
し
、
動
物

の
捕
獲
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

今
日
が
あ
る
訳
で
す
が
、
現
在

の
日
本
の
食
糧
情
勢
は
、
米
以

外
の
ほ
と
ん
ど
の
食
糧
を
輸
入

に
た
よ
り
、
世
界
経
済
、
政
治

情
勢
、
異
常
気
象
、
ま
た
原
油

高
な
ど
で
い
つ
食
糧
難
に
な
っ

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

国
の
農
業
政
策
で
新
た
な

「
食
糧
農
業
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
農
業
へ
の
国
の
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

マ
ク
ロ
的
な
問
題
が
解
決
で
き

た
と
し
て
も
、
ミ
ク
ロ
的
な
問

題
が
た
く
さ
ん
取
り
残
さ
れ
て

お
り
、
国
の
農
業
政
策
プ
ラ
ス

私
達
自
身
の
取
り
組
み
が
、
今

後
と
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

雪
多
く
、
水
清
く
う
ま
い
当

地
方
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
や

農
地
の
荒
廃
が
進
み
、
私
達
の

物
、
私
達
の
生
き
る
場
所
だ
と

思
っ
て
い
る
土
地
や
人
家
に
、

ど
ん
ど
ん
せ
ま
っ
て
く
る
生
き

る
為
の
活
動
を
し
て
い
る
山
の

生
き
物
達
。
こ
の
山
の
生
き
物

達
に
物
議
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
熊
、
猪
な
ど

有
害
鳥
獣
対
策
の
一
環
と
し
て
、

山
の
動
物
の
肉
を
使
用
し
た
昔

か
ら
の
食
べ
方
や
有
名
レ
ス
ト

ラ
ン
の
シ
ェ
フ
達
の
新
し
い
創

作
料
理
の
開
発
に
よ
り
名
産
名

物
づ
く
り
に
。

　

そ
れ
に
は
、
千
曲
川
の
東
岸

の
人
々
の
農
業
生
産
空
間
、
山

の
動
物
達
と
の
共
存
地
帯
、
ま

た
そ
の
奥
山
一
帯
を
国
で
有
害

鳥
獣
特
別
区
域
な
ど
で
指
定

し
、
山
の
生
き
物
達
と
共
に
生

き
ら
れ
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　

数
年
後
、
新
幹
線
が
飯
山
へ

来
た
時
は
、
都
会
人
達
の
賑
わ

い
の
飯
山
の
名
物
に
。

飯
山
市
農
業
の
課
題　
２

「
田
ん
ぼ
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

あ し とあ （5・6月の活動記録）

5/17 １９市農業委員会協議会通常総会 28 農業委員会
28 県女性農業委員の会役員会
30 北信州農村女性の集い実行委員会準備会
6/4 県女性農業委員の会・研修会
６ 農業者年金協議会通常総会 6 情報委員会

　

土
と
触
れ
合
っ
て
み
た
い
か

ら
、
自
分
の
米
は
自
分
で
作
っ

て
み
た
い
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
農
業
に
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
お
い
し
い
米

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
市
内
の
遊
休
農
地

を
活
用
し
て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

や
自
家
用
野
菜
も
つ
く
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

Ｑ
１
．農
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
の
許
可
な
ど
は
い
る
の
で
す

か
。

Ａ　

新
た
に
農
業
経
営
を
始
め

る
場
合
の
許
可
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
地
を
買
っ
た
り
、
借
り

た
り
す
る
に
は
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
で
す
。（
Ｑ
２
参

照
）

　
な
お
、新
規
就
農
を
希
望
し
、

効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
経
営

を
目
指
す
場
合
、
県
知
事
か
ら

認
定
を
受
け
た「
認
定
就
農
者
」

に
は
融
資
や
研
修
な
ど
で
各
種

の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
．
農
地
の
買
い
方
、
借
り

方
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　
（
１
）
農
地
法
第
３
条
の
許

可
に
よ
る
権
利
取
得

　

①
農
地
す
べ
て
に
つ
い
て
耕

作
す
る
こ
と
。
②
農
業
経
営
に

必
要
な
農
作
業
に
常
時
従
事
す

る
こ
と
。
③
経
営
状
況
、
通
作

距
離
等
を
考
慮
し
て
効
率
的
な

農
業
経
営
で
あ
る
こ
と
。
④
農

地
取
得
後
の
総
経
営
面
積
が
原

則
と
し
て
50
ａ
（
５
千
㎡
）
以

上
あ
る
こ
と
。（
地
区
に
よ
っ
て

差
異
が
あ
り
ま
す
。別
表
参
照
）

「
下
限
面
積
制
限
」。

　
※
野
菜
、
花
卉
な
ど
集
約
的

栽
培
の
場
合
は
例
外
が
あ
り
ま

す
。

　

①
か
ら
④
ま
で
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
権
利
取
得

　

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
や
農
地
の
集

団
化
・
有
効
利
用
を
推
進
す
る

た
め
に
必
要
な
農
地
の
売
買
・

貸
借
を
農
地
法
に
よ
ら
ず
行
う

も
の
で
、（
１
）
と
ほ
ぼ
同
じ
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
．
農
地
の
売
買
や
貸
借
は

ど
こ
で
相
談
し
た
ら
い
い
で
す

か
。

Ａ　

農
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど

の
あ
っ
せ
ん
は
下
記
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
財
）
長
野
県
農
業
開
発
公
社

北
信
支
所
（
北
信
地
方
事
務

所
内
） 

　
☎ 

０
２
６
９
（
２
２
）
３
１
１
１

　

    

内
線
３
１
７

飯
山
市
農
業
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ

北
信
州
み
ゆ
き
本
所
内
） 

　
☎  

０
２
６
９
（
６
２
）
５
６
０
０

Ｑ
４
．
農
機
具
は
ど
う
し
ま

す
か
。

Ａ　

基
本
的
に
は
自
分
で
購

入
に
な
り
ま
す
が
、
農
協
な
ど

で
レ
ン
タ
ル
で
き
る
農
機
具
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
５
．
農
作
業
の
仕
方
は
ど
こ

で
教
え
て
く
れ
ま
す
か
。

Ａ　

北
信
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
や
農
協
な
ど
で
指
導
し

て
も
ら
う
事
が
で
き
ま
す
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
耕
作
組
合

へ
作
業
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。　

Ｑ
６
．
つ
く
っ
た
農
産
物
を
売

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

Ａ　

農
協
や
市
場
ま
た
は
直

売
所
へ
持
っ
て
行
け
ば
売
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
家
消
費
や
親
類
へ

の
贈
答
以
外
に
農
産
物
の
売
り

上
げ
が
あ
る
と
、
農
業
収
入
と

し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ
７
．
市
民
農
園
と
は
何
で
す

か
。

Ａ　

農
地
を
買
う
な
ど
の
他

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的

な
ど
自
家
用
の
野
菜
や
花
を
栽

培
し
て
農
業
に
触
れ
、
親
し
め

る
「
市
民
農
園
」
が
あ
り
ま
す
。

①
農
家
が
開
設　

②
地
方
公

共
団
体
や
農
協
が
開
設　

③
企

業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
②
以
外
の
者

が
開
設
す
る
も
の
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
市
民
農
園
整
備
促
進
法

や
特
定
農
地
貸
付
法
に
よ
る
認

可
等
が
あ
り
、
開
設
し
た
い
方

は
農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
８
．
新
規
就
農
等
に
つ
い
て

の
照
会
先
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
★
長
野
県
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー

食

地区名
（旧町村単位）

下限面積
単位：ａ

旧飯山村 ３０
旧秋津村 ３０
旧柳原村 ５０
旧外様村 ５０
旧常盤村 ５０
旧太田村 ４０
旧岡山村 ４０
旧瑞穂村 ４０
旧木島村 ５０

　

今
年
度
の
学
校
米
づ
く
り
事

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
日
本
人
の
主
食
で
あ
る

｢

お
米｣

に
親
し
み
を
持

つ
と
共
に
、
食
料
、
農
業

に
対
す
る｢

大
切
さ｣

に

つ
い
て
児
童
・
生
徒
た
ち

が
、
米
づ
く
り
を
体
験

す
る
中
で
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
14
年
か
ら
市
内
全
小

中
学
校
を
対
象
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

水
田
は
地
元
の
地
主
さ
ん
か

ら
お
借
り
し
、
田
植
え
や
稲
刈

り
は
地
元
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
が

指
導
・
協
力
し
な
が
ら
生
徒
が

行
い
、
管
理
は
主
に
地
主
さ
ん
、

収
穫
さ
れ
た
お
米
は
学
校
給
食

米
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
今
年

も
5
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
田
植
え

作
業
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
、
水
田
に
入
り
、

元
気
に
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　

昔
と
違
っ
て
農
作
業
の
機
械

化
が
進
ん
だ
今
は
自
分
の
家
の

田
で
あ
っ
て
も
農
作
業
を
し
な

11 役員会

学
校
米
づ
く
り
事
業

27 農業委員会・管内視察

長
野
県
農
業
会
議　
　
　
　

　
☎ 

０
２
６
（
２
３
４
）
６
８
７
１

長
野
県
農
業
担
い
手
育
成
基
金

　
☎ 

０
２
６
（
２
３
６
）
２
０
２
１

　

★
北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー 

　
☎ 

０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
２
１

ス
タ
ー
ト

農
教
育
の
機
会
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

飯
山
市
で
は
「
地
産
地
消
」

（
地
元
で
生
産
さ
れ
、
地
元
で
消

費
し
、
地
元
で
の
恵
み
に
つ
い

て
考
え
る
）の
取
り
組
み
を
様
々

な
方
面
で
行
っ
て
お
り
、「
学
校

米
づ
く
り
事
業
」
も
小
中
学
校・

市
・
市
教
育
委
員
会
・
市
農
業

委
員
会
の
連
携
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

い
子
ど
も
が
ほ
と

ん
ど
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
に
は
数

少
な
い
農
作
業
体

験
の
場
で
あ
り
、

ま
た
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
脱
穀
な

ど
一
連
の
作
業
に

よ
り
、
身
近
な
食


